
二

月

例

会

御

案

内
時

○

御

案

内

令

和

二
年

二
月
六

日

(木

)

十

一
時

四
十

五
分
よ

り

入
館

可

講

題

健
康

で
長
寿

の
秘
訣

、

講

師

大

和

田

潔

先
生

(
医
博

、

日
本

の
発
展

期

に
奮

闘

し

た

い
わ

ゆ
る
団

塊
世

代

が
、

高

齢
者

と

な

る

の

で
、

し

か
し

、
当

団

体

で
は

、
岸

信
介

元

総

理
が
、

と

の
精
神

・
志

に
従

い
、

月

例
講

話

会
も

、

昨
年

秋

か
ら

、

ア
メ
リ

カ
、
中

国
、

今
回

の
月

例

会

は
、

視
点

を

変

え
、

ま
ず

は
、

と
思

い
、

大

和

田
先

生

は
、

当

団
体

の

「
医

療
福

祉
部

会

」

き
、

現

在
も

極

め

て
お

忙
し

い
有

名

人

で
す

が
、

当

日
は

、

▽

(
昭
和

五
十

七
年

以

降

通
算

第

三
九

四

回
)

 

代

を

刷

新

す

る

会

 

正
午
～

二
時
半

参

議

院
議

員
会
館

B

O
九

室

そ

の
生

活

習
慣

と
食

生

活
!

秋
葉

原
ク

リ

ニ
ッ
ク
院

長

、
著
書

多

数
、

テ

レ
ビ

・
雑

誌

で
も

活

躍
)

す

で

に
前

期
高

齢
者

と
な
り

、

二
〇

二
五
年

に
は
後

期

日
本

の
少

子
高

齢
化

現
象

は

深
刻

で
す

。

昭
和

五

十
六

年

の
設
立

時

に
提

唱

さ
れ

た

『
時

代
を

刷

新
す

る
』

年
長

者

の
方

々
も

元
気

で
活
動

し

て
お

ら
れ

、
若

手

の
会

員
も

増

え

て
き

て
お
り

ま
す

。

北
朝

鮮

、
韓

国
、

台

湾

の
実
情

分

析

が
続

き
ま

し

た

の
で
、

会
員

の
皆

さ
ま

に
、
引

き
続

き

健
康

で
長
生

き

し

て

い
た
だ

き

た

い

健

康

・
長

寿

に
関

し

て
も
多

く

の
御

著
書

が

あ

る
大
和

田
潔
先

生

に
御
講

話
を

お
願

い

い
た

し
ま

し

た

。

が

活
動

し

て

い
た

こ
ろ

に
も
、

い
ろ

い
ろ
と
発

表

し

て
い
た
だ

お
快

く
お

引
き

受

け
く

だ

さ

い
ま
し

た

。

貴

重

な
お

話

が

い
た
だ

け

る
と
思

い
ま
す

し
御

相

談
も

で
き

ま
す

の

で
、

奮

っ
て

の
御

参

加
を

!

(
清
原

記

)

当

日
会

費

(
昼

食
付

き
)

会

員

は

三
千
円

、
非
会

員
五

千
円

。

注

▽

ハ
ガ

キ

の

返

信

は

二
月

三

日

(
月

)

ま

で

に

、

御

投

函

賜

り

た

く

。

 

○

御

報

告

一
月

は
毎

年

、

昭
和

の
時

代

に
、
岸

信
介

元
総

理
が
創

立

さ
れ

た

「
公
益

財

団
法

人

協

和

協
会

」
と

「
時

代
を

刷
新

す

る
会

」
共

催

に

て
、

新
年

懇

親
会
を

開

催
し

て

い
る
。
今

年

は
正

月
十

五

日
、

「
ホ

テ

ル

・
ル
ポ

ー

ル
麹

町

」

に
て
、

正
午

か

ら

開
催

し

た

冒
頭

に
、

今

年
も

、

安
倍

晋

三
内

閣
総

理
大

臣

か
ら

御
懇

切
な

御

祝
辞

を

頂
戴

し

た

の

で
、

開

会
宣

言

の
あ

と

、

清

原
淳

平
専

務

理
事

よ

り
、

壇
上

に
お

い
て
、

代

読
ご

披
露

さ

れ
、

盛
大

な
拍

手

を

い
た
だ

い
た
。

続

い

て
、
会

長
代

行

の
岸

信
夫

衆

議
院

議
員

の
年
頭

挨
拶

で
あ

る
が
、

今

年

は
、
岸

信

夫
会

長

代
行

が

、
議

員

運

営

委
員

会
筆

頭

理

事
お

よ
び

自

民
党

国
会

対

策
筆

頭
副

委
員

長

と

い
う
極

め

て
忙

し

い
役

職

に
あ

り

、
国

政

の
た
め

、

や

む
な

く

欠
席

さ

れ

た
が

、
前

日

に
本

日

の
新
年

会

に
あ

た

っ
て

の
年
頭

祝

辞
を

御

用
意

下

さ

っ
た

の
で
、

議
員

会

館

岸
信

夫

議
員

室

詰
め

の
永
瀬

祐
見

子
秘

書

よ
り

、
壇

上

に

て
代
読

し

て

い
た
だ

い
た
。

そ

の
中

に
は
、

本

年

の
政

府

方
針

・
政
治

政

策

が
説

明

さ
れ

て
お

り
、

こ
れ
は

同
時

に
、

当

団
体

の
本

年

取
り

組
む

べ
き

指
針

と
受

け

取
り

、

一
同

、
本

年

の
活

動

に

つ
い

て
、
決

意

を
新

た

に
し

た
。

そ

の
あ

と
、

本

来
、

半

田
晴

久

理
事

長

か
ら

、
年
頭

所

感

の
予
定

で
あ

っ
た

が
、

今
年

は
、

風
邪

気
味

な

の

で
、

大

事

を

と

っ
て
欠

席
す

る
と

の
電

話
が

入

っ
た

。
今

年

は
、
楽

し

い
お
話

が
聞

け
ず

残

念

で
あ

っ
た
。
半

田
先

生

は
、

日
本

国
内

ば

か
り

で
な
く

、
海

外

で
も

広

く
活

動

さ
れ

て
い
る

の
で
、

一
同
、

早
期
め

御

回
復

を
念

じ

た
。

そ

の
あ

と

、
共

催

の
両

団
体

に
お

い
て
、
理

事
兼

部
会

長

・
委

員
長

を

お
務

め
下

さ

っ
て

い
る
方

々
か

ら
、

昨
年

の
活

動
状

況

と
本

年

の
抱

負

に

つ
い

て
、
年

頭

挨
拶

が

あ

っ
た
。

そ
し

て
、

乾
杯

は

、

「
時

代
を

刷
新

す

る
会

」

評
議

員

で
、
今

年

は
白

寿
、

来

年

は
百
歳

に
な

ら
れ

る
大

長

老

の

長

友

正

治
先

生

に
、

元
気

良

く
音

頭
を

取

っ
て
い
た
だ

い
た
あ

と
、

運
ば

れ

て
く

る
懐

石
料

理

を
楽

し

ん
だ

。

そ

の
後

、

第

二
部

で
は
、

ペ

マ

・
ギ

ャ
ル
ポ

桐
蔭

横

浜
大

学
院

教

授
、

三
輪

建

二
様

(
祖

父

・
三
輪

寿

壮
衆

議

院

議
員

が

=
局

・
東

京

帝
大

時

代

に
、

岸
信

介

元
総

理

の
親
友

)

の
来

賓
挨

拶

の
後

、
最

後

に
、

高
橋

利

行
政

治

評

論

家

か
ら

、
令

和

二
年

の
政

治

状
況

の
予
想

・
分

析

の
上

、
本

年

の
心
構

え

・
指
針

も
示

し

て

い
た

だ
き

、

お

開
き

と

し

た
が

、
令

和

の
新

春

懇
親

会

に
ふ
さ
わ

し

い
、

和

や
か
な

会
合

で
あ

っ
た

。

▽

「
時

代

を

刷
新

す

る
会

」

と
は

「
何
事

も

人

類

・
国

民

の
た
め

に
な

る

こ
と
は

、
時

代
を

先

取
り

し

て
、
積

極

的

に
取

り
組

も

う

」
と

の
趣

旨

で
、

昭
和

五

十
六

年

、
岸

信
介

元
総

理

に
よ

っ
て
創

設

さ
れ

た

シ
ン
ク

タ

ン
ク

で
す

。

晩
年

の
岸
信

介

元
総

理

が

そ
う

で

あ

っ
た

よ
う

に
、
超

党

派

・
超

派
閥

で
、

真

に
国
を

憂

え

る
有
志

に
よ

っ
て
構

成

さ

れ

て

い
ま
す

。

八

つ
の
部

会

と

五

～
六

の
委

員

会

が
あ

り
、

こ
れ
ま

で

に
百

三
十

七
本

の
要

請

書
を

時

の
政

府

に
提
出

し

て

い
ま

す

。

第

二
代
会

長

は
、

木

村
睦

男

元
参

議
院

議

長
、

第

三
代
会

長

は
櫻

内
義

雄

元
衆

議
院

議

長

、
第

四
代

会

長

の
塩

川

正
十

郎

元

財
務

大
臣

は
、
九

十

歳
を

機

に
辞

任
。

第

五
代

会
長

代
行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元

衆
議

院

議
員

。

そ

の
後

、
平

成

二
十

七
年

の
四
月

か

ら
、

第
六

代
会

長

代
行

と

し

て
、
岸

信
夫

衆

議
院

議

員

・
元

外
務

副

大
臣

・

安

全
保

障

委
員

長

、

現
在

は
衆

議
院

議

院
運

営
委

員

会
副

委
員

長

、
党

国
会

対
策

副

委
員

長

が
就

任

し

て

い
る
。

▽

事
務

局

電
話
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